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　　　　　長野県野口五郎小屋

　　　　　平成25年８月

【コメント】

　先般、お盆やすみを利用して長

野県大町高瀬ダムから裏銀座コー

スを歩き、水晶岳、鷲羽岳に登っ

てきました。

　写真は、野口五郎小屋から見た

野口五郎岳です。奥の方に、槍ケ

岳が見えます。野口五郎岳は歌手

の野口五郎の芸名に由来する山

で、芸名はここから付けられてい

るそうです。本人は一回だけヘリ

コプターで来たそうですが、天候

不順で降りなかったそうです。

撮影者／新潟県電気工事工業組合

　　　　小千谷支部　大市電気㈱

　　　　　　　佐藤　春男　氏

表紙写真紹介
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　当工組では８月の電気使用安全月間運動の展

開として、７月18日に平成25年度の電気使用安

全啓発キャラバンの重点地域である長岡支部管

内で、県本部から小林理事長、横田副理事長、

原田技術委員、長岡支部から齊藤支部長、石澤

副支部長、兼古副支部長、小越技術委員長、高

橋理事、事務局３名の総勢11名でキャラバン隊

を編成して電気の安全使用の啓発活動を展開し

た。

　市町村では長岡市の山崎副市長、見附市の清

水副市長、そして、協賛いただいている東北電

力㈱では長岡営業所に橋本所長を訪問し、それ

ぞれ趣意書を手渡し、本月間運動について協力

を要請した。

　また、長岡支部管内で約１万５千枚の漏電遮

断器取付推進運動のチラシを地元新聞などに折

り込んで、電気事故の未然防止を呼びかけるな

ど多彩な行事を実施した。

　７月25日には小林理事長、小島副理事長、吉

田副理事長、横田副理事長、齊藤技術委員長等

で、新潟県庁に泉田知事、東北電力㈱新潟支店

に坂本支店長、NHK新潟放送局に坂本局長を訪

問して、それぞれ趣意書を手渡し、電気使用安

全月間運動について理解と協力を要請した。

　一方、各支部でも支部独自の企画のもと「一

般家庭を主軸にした活動」を全面的に展開し、

PRリーフレット、チラシ、ウチワ等を一般需

要家に配布し、電気の安全使用についてのPR

につとめた。

　また、節電・省エネを呼びかけるチラシを作

成し、本部・支部のキャラバン隊訪問先に配布

して推進に努めた。

電気安全啓発キャラバン隊、今年の重点地域長岡支部管内を巡回

各支部でも一般家庭を主軸に電気使用の安全に関する運動を展開！ 

　「電気使用安全月間（経済産業省主唱）」が本年も８月１日から31日までの１ヶ月間、全

国で一斉に実施された。
　本運動も本年で33年目を迎え、当工組では電気安全啓発キャラバン隊を編成して、県庁・
東北電力㈱新潟支店・NHK新潟放送局等を訪問したほか、本年度の重点地域である長岡支部

管内をきめ細かく巡回して、地域社会に視点をおいた電気使用安全に関する啓発並びにＰＲ

を行った。

長岡市　山崎副市長に趣意書を手交 東北電力㈱長岡営業所　橋本所長に趣意書を手交
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泉田新潟県知事に趣意書を手交

東北電力㈱新潟支店　坂本支店長に趣意書を手交 NHK新潟放送局　坂本局長に趣意書を手交

見附市　清水副市長に趣意書を手交 本部キャラバン隊

10月は、 受信環境クリーン月間 です。

信越受信環境クリーン協議会では、テレビやラジオをきれいな画面や音声でお楽しみいただける

よう受信障害に関するご相談を受け付けています。

テレビやラジオの受信障害でお困りの方は、お気軽にお問い合わせください。

　＜問合せ先＞

　　　信越受信環境クリーン協議会　事務局　　TEL 026－234－9991　FAX 026－234－9999
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平成25年度

電気保安功労者表彰

　９月４日（水）午前11時より、仙台市ホテル

白萩において、経済産業省　関東東北産業保安

監督部東北支部長の出席のもと「平成25年度電

気保安功労者表彰式」が挙行され、電気保安の

確保に顕著な功績のあった事業場及び個人を表

彰した。

　当工組より、電気工事業者の営業所の部で株

式会社品田電業社、並びに個人の部の電気工事

士の部で共栄電気株式会社　斎藤賢氏が永年に

わたり電気保安の確保に顕著な功績があったと

して表彰された。

▼電気安全東北委員会委員長表彰

―�電気工事業者の営業所の部�―

　株式会社　品田電業社

　　取締役会長

　　　品田　紘三　氏

� （柏崎支部）

▼電気安全東北委員会委員長表彰

―�個人の部の電気工事士の部�―

　共栄電気　株式会社

　　代表取締役社長

　　　斎藤　　賢　氏

� （新潟支部）

新潟営業所
〒950-0822　新潟市東区新岡山 2丁目 1番 14 号
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平成25年度電気使用安全月間における新潟支部独自の活動

第７回夏休み自由研究

電気使用安全の啓蒙と電気への興味の掘り起こし

　去る８月21日に、新潟支部は総務委員会と青

年部の主導で、小学生の親子を対象に電気安全

使用の啓蒙と電気への興味を掘り起こすため

に、平成19年から実施してきている【夏休み自

由研究】を、新潟市中央区の電気工事会館４階

会議室で実施致しました。

　親子を対象にする事により、来場された親御

さんに向けて、オール電化等の広報もチラシを

配布して説明出来たと共に、この行事の趣旨で

ある火災や事故の未然防止を、配布した電気使

用安全チェックシートを使用して呼びかける事

が出来ました。同時に、「あなたの街の電気工

事店」も案内書に盛り込んで、別な目的でもあ

る、組合員のPRも忘れずに行いました。

�

　今年で７年目になる新潟支部企画の行事です

が、目玉は何と言っても参加した小学生を中心

に行われる工作です。これは、新潟支部総務委

員会と青年部が、様々な理科教材の中から電気

に関連する物を選定してきています。

　今年は、手回し発電機を主体にした『ハン

ディECOライト』を選定しました。手回しで発

電させた電気でライトをつけたり、発電した電

気を一旦コンデンサーに蓄電し、その後放電し

てライトをつけたりしました。電子音を出した

り、発光ダイオードを光らせたりもしました。

　目に見えない電気を自らの手で発電し、それ

を畜たり使ったりして、電気の不思議な性質を

実際に体験した子供たちの目は真剣そのもので

した。

　今年も、工作前に共催の東北電力㈱新潟営業

所の渡辺和光さんに「電次郎先生」になって頂

き、発電所から家庭に電気が届くまでをクイズ

形式で説明をしてもらい、盛り沢山の内容の時

間を皆さんで楽しみました。更に、電次郎先生

の計らいで電気新聞に掲載して頂いたり、テレ

ビ等にも紹介されたり、電気安全使用の啓蒙の

目的が達せられたと思います。

　会場では、子供達からの元気で大きな声が発

せられ、電気工事会館をより明るくして頂きま

した。

新 潟 支 部

工作に真剣な親子

工作の説明に聞き耳を立てる参加者
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☆「第15回柏崎 オフロードフェスティバ

ル」が開催されました

開催日：平成24年９月８日（土）、９日（日）

場　所：中央海岸　オフロード特設会場

　砂浜を使った全国的にも珍しいオフロードイ

ベントです。オフロードカーによる耐久レース

のほか、カスタムカーの展示やグッズ販売・海

岸清掃などが行われます。白熱したレースでし

た。

　車好きで興味のある方たち等多くの観客が見

守る中、全国各地から参加者が集まってレース

を繰り広げました。

　世界各地のダカールラリー22回連続出場し、

輝かしい戦歴を持つ日本オフロードレースの第

一人者である篠塚健次郎さんが柏崎エネルギー

ホールで講演を行いました。

　人と車がその限界をかけて戦うレースの様

子、砂浜超えで転倒を覚悟でアクセルを踏むか

どうかの判断や、45度にも達する車内の温度を

耐え抜く体力、エンジン音の響くところで寝る

ことの出来る能力など、過酷な状況を勝ち抜く

秘訣等のお話をして頂きました。

　毎年いろいろなオフロード車が集まってきま

す。是非一度、柏崎のモータースポーツも見に

来てください。

☆14日・15日に開催　歌や演奏でつなぐライ

ブイベント

　平成19年の中越沖地震からの復興の中で、自

分たちの手で元気を取り戻したいと始まり、今

年で７回目を迎え、参加者はプロ・アマ55団体

230人にのぼります。地元の柏崎高校吹奏楽部

も参加し、市外からは16団体が参加、ジャズ・

ロック・ラテン・フォーク・クラシックから邦

楽までの音楽祭です。

　14日のスペシャルステージでは、ジャズシン

ガー酒井��俊さんとギタリスト今堀恒雄さんが

出演しました。

　 こ の イ ベ ン ト

は街中の店舗、施

設、寺院等あらゆ

るところをライブ

会場として、音に

包まれた街並みと

なりました。

　音楽に興味ある

方無い方も、年齢

問わず心が癒され

元気になれるイベ

ントになっており

ます。来年も楽し

みです。

海の柏崎　夏の終わりに…

９月の柏崎のイベント紹介

出場オフロードカー

中央海岸砂浜特設会場スタート時

音市場開催ポスター
（柏崎音楽商店街  音市場事務局

より提供）

柏 崎 支 部



第194号� 平成25年10月県　電　だ　よ　り

6

　春夏秋冬のある日本、四季を感じられる新潟

の魚沼に生まれ育ち現在に至っています。この

生まれ育った魚沼を、紹介したいと思います。

　雪溶けの後、山々は緑になりカタクリが咲

き、ゼンマイや蕨などが取れます。取れると

言っても自分で取りに行ったことはなく、近所

の人が取ったゼンマイを揉んで干している所を

見掛ける程度です。

　田んぼからカエルの鳴き声が聴こえ始める

と、夏だなと思います。また、うるさいくらい

に鳴く蝉や蛍は夏の象徴です。昔に比べれべ

ば少なくなりましたが、家の近くに無数の蛍が

います。また夜空を見上げれば満点の星空が見

え、天気が良い時には天の川も見えました。

　畑のナスの葉に数多く付いていた蝉の抜け

殻、あれほど賑やかだった蝉もいなくなり、現

在は朝夕が涼しくなってきました。トンボが

飛び始め、空は高くなり、コンバインがあちこ

ちで動き始め稲の匂いがしています。黄金色に

なった田んぼを見て、秋を感じる今日この頃で

す。美味しい新米を食べられる季節になり、こ

こに生まれたからこそ味わえる米の旨さは格別

です。新米の匂い、光輝く米粒を見ると、ご飯

茶碗にもらなくてもつまみ食いをしたくなるも

のです。今年も美味しい米を期待しておりま

す。

　毎年豪雪と言われていますが、ため息をつき

つつ格闘しながら雪掘りを行い、今年はどの位

降るのかと心配する雪ですが、それも魚沼市に

とっては必要不可欠なものになっています。雪

があるからこそ楽しめるスキーや雪の祭典など

も、行われています。

　魚沼は田舎ではありますが、沢山の自然に囲

まれ住みやすいところだと思っています。いつ

までも自然のある魚沼市であってほしいもので

す。魚沼にお越しの際は、是非お立ち寄り下さ

い。

魚 沼 支 部

自然ある魚沼

魚沼冬のイベント『結の灯り』

コスモス

稲刈風景
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燕で青年部支部間交流親善ソフトボール大会を開催

各支部青年部会員129名が集結！

新潟支部青年部が優勝！

　６月29日（土）に青年部支部間交流親善ソフ

トボール大会が燕市の「スポーツランド燕」に

て開催されました。今年度は燕支部青年部が主

管となり、全県下12支部から129名の青年部会

員が燕に集結しました。当日は快晴の中、熱戦

が繰り広げられました。　

　開会式では、県青年部の星野副会長、地元燕

支部の有坂支部長よりご挨拶ののち、昨年度の

新発田大会で優勝した燕・長岡支部青年部より

トロフィー返還をした後、全員でラジオ体操を

行い、全10チーム（村上・長岡、新発田・佐渡

は合同チーム）によるトーナメント方式で競技

が始まりました。

　決勝まで勝ち残ったのは、新潟支部青年部と

柏崎支部青年部。試合序盤から勢いに乗ってい

た新潟支部青年部が点数を積み重ねて見事勝利

し、念願の初優勝を果たしました。準優勝は柏

崎支部青年部、第３位は上越支部青年部、第４

位は新発田・佐渡支部青年部合同チームでし

た。

　熱戦の後は、場所を移して会員交流会が開催

され74名が参加。県青年部の品田会長より優勝

優勝した新潟支部青年部

県 青 年 部

準優勝の柏崎支部青年部 第３位の上越支部青年部
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した新潟支部青年部にトロフィーが授与されま

した。会員交流会も大いに盛り上がり、各支部

青年部会員同士、交流を深めました。

　次回開催地は、新津です。来年度の新津大会

での熱戦が早くも期待されます。

各支部青年部会員 1 2 9 名が燕に集結！
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　上越支部青年部は、去る７月27日・28日に石
川県金沢市に、今も古い街並みが残る「ひがし
茶屋街」、そして北陸電力の志賀原子力発電所
を紹介する「アリス館志賀」へ会員相互の親
睦、交流は勿論の事、研修を通し会員一人一人
が更なる資質の向上に繋げることを目的とし
て、研修旅行を行って参りました。
　アリス館志賀では緊急安全対策はさることな
がら、更なる対策として発電所海岸沿に約700
ｍにわたり防潮堤を構築、予備の電動機、海水
ポンプの代替品として大容量の水中ポンプの配
備、すべての送電線から直接電気を供給できる
よう整備電源車の配備、大坪川ダムの大容量水
源の利用等、今年度内に完了予定との事でした。
　暮らし、産業を支える電気というものを再認
識するとともに、東日本大震災の福島第一原子
力発電所事故の知見からの今の高い安全基準を
認識いたしました。
　夜は山中温泉にて会員同士、心ゆくまで美味
しい料理とお酒で共に笑顔で過ごしてまいりま
した。
　そして、毎年恒例となる納涼会を本年度は、
常日頃よりサポートしてくれている家族への感

謝の気持ちを伝えると共に、部員並びに家族相
互の親睦交流を図っていただく会として家族参
加により、やすねビアガーデン仲町屋台村にて
開催いたしました。
　日頃の会員同士の付き合いを家族に知っても
らいつつねぎらおうとの想いから多数の参加が
あり、盛況に行うことができ、また親睦も深
まった事と思います。
　我々上越支部青年部のどこにも負けない特色
として、これからもアットホームと団結力を第
一に考え活動してゆきたいと思います。

上越支部青年部

研修旅行並びに納涼会
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　魚沼支部青年部は、年に３回、会員交流会を

開催しています。

　今回は、魚沼市内にある「やまに」にてホル

モン焼きを食べながらの暑気払いでした。今年

度、定時総会後に２名の新入会員が入りました

ので、歓迎会も兼ねた会となりました。

　阿部会長より２人の紹介や今後の行事等につ

いての話合いなども行いました。

　東北電力㈱様と何か一緒にやれればといった

案や、他にも様々な案が出ましたが、結果は次

回に報告出来ればと思います。

　このお店は大変人気のある店でなかなか予約

が取れないのですが、星副会長のおかげで、17

名という大人数でしたが宴会をすることができ

ました。

　新入会員の２人はホルモンと生ビールを楽しむ

傍ら名刺交換などをしながら交流していました。

　交流会の後は２次会に行った人、電車の時間

の為に帰った人といましたが楽しい会となりま

した。ちなみに、このお店のおすすめのホルモ

ン（しろ）は、最高においしいのでぜひ皆さん

食べに来てください。

　以上で魚沼支部青年部の活動報告とさせて頂

きます。ありがとうございました。

魚沼支部青年部

会員交流会の開催

小林　功
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　十日町支部青年部では東北電力㈱様と協力し

て、十日町雪まつりが開催される２月16、17日

の２日間、東北電力㈱十日町営業所をお借りし

て無料休憩所を開設しました。

　今回初めての試みで、どのようにすれば大勢

の皆さんに足を運んでもらえるか、また喜んで

もらえるのかを話し合い、屋外には子供たち

が遊べるように雪山の滑り台やかまくらをつ

くり、施設内ではトイレの開放、また電気機器

のPRも兼ねてIHの実演でつくったポップコー

ン、コーヒーの無料サービス、ＬＥＤ照明の展

示、電気床暖房の模擬体験などを行うことにし

ました。

　数日前から仕事が終わった後の時間を使い、

投雪機を使って滑り台やかまくらの製作、正面

入口には電気屋さんらしく電線管をアーチ状に

曲げてLEDのイルミネーションを飾り付けたり、

といろいろな工夫を凝らして準備を行いまし

た。

　開催当日は２日間とも予想以上の人にご来場

いただき、食事交代や休憩する暇がないほどで

参加した青年部部員、東北電力の方々は本当に

大変でしたが、地元地域や観光客などの大勢の

方に喜んでもらえて今回の催しをして本当によ

かったと思います。

　来年も十日町雪まつり開催に合わせて、無料

休憩所を行う予定です。他支部の皆さんもぜひ

十日町雪まつりにお越しの際は東北電力㈱十日

町営業所の無料休憩所にお越しください！お待

ちしています。

十日町支部青年部

十日町雪まつり無料休憩所を開設
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組 合 員 の 変 更
平成25年６月～平成25年９月

支　部 事　�業　�所 変更箇所 変　�更　�前 変　�更　�後

新　潟 ㈲長谷川電気 代表者 長谷川　喜代子 長谷川　雄輔

新発田 ㈱大豊電気 代表者 佐藤　金一 佐藤　一樹

三　条 志田電気㈱ 代表者 志田　芳弘 志田　知弘

長　岡 ㈲金子電気機械店 代表者 金子　孝 金子　央

小千谷 五十嵐電機店 代表者 五十嵐　新作 五十嵐　孝芳

住 所 〒947-0205 〒947-0205

長岡市山古志虫亀861-2 長岡市山古志虫亀567

㈲デンキのあだち 住 所 〒947-0101 〒947-0101

小千谷市片貝町4508-10 小千谷市片貝町4545-10

柏　崎 ㈱品田電業社 代 表 者 品田　紘三 品田　史夫

上　越 ㈱水嶋電気工事 代表者 水嶋　公孝 水嶋　光彦

信愛産業㈱ 代表者 大久保　正博 田邉　義人

十日町 ㈱庭野電機商会 住 所 〒948-0063 〒948-0056

十日町市高田町1丁目 十日町市高山630-2

※　県本部宛変更届提出分について掲載しております。

●消防設備士試験（２月分）

試 験 日 平成26年２月22日（土）

受付期間　電子申請 平成26年１月３日（金）～１月19日（日）

　　　　　書面申請 平成26年１月６日（月）～１月22日（水）

試験種類 甲種第１～５類・乙種第１～７類

受 験 地 新潟市・長岡市・上越市

●危険物取扱者試験（３月分）

試 験 日 平成26年３月８日（土）

受付期間　電子申請 平成26年１月11日（土）～１月26日（日）

　　　　　書面申請 平成26年１月14日（火）～１月29日（水）

試験種類 甲種・乙種第１～６類・丙種

受 験 地 新潟市・長岡市・上越市

（一財）消防試験研究センター　新潟県支部

　※受験願書、免状の書換え申請書は、支部及び県内の消防署で配布しています。

　※年間の日程等については、下記にお問い合わせ下さい。�

〒950-0965　新潟市中央区新光町10－３　技術士センタービルⅡ　７階703号

　　　　　　ＴＥＬ　025－285－7774　ＦＡＸ　025－211－7011��　http://www.shoubo-shiken.or.jp
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◇ 公的年金だから掛金は
　全額社会保険料控除
（月 68,000 円限度）

・確定申告で税金が軽減されます。

◇ 払う掛金は自分に戻る積立方式

　・確実に自分の年金に結びつきます。

◇ 少ない掛金でも
　始められる自由プラン

・年金額は途中で増減されます。

全日本電気工事業国民年金基金
〒105-0014　東京都港区芝2-9-11　全日電工連会館１階
TEL　03-5232-5730㈹　　FAX　03-5232-5732

NK13-07174　2013年９月27日作成
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